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はじめに 

 

 

平成１９年６月、「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部改正がなさ

れ（平成２０年４月施行）、各教育委員会において、法の規定に基づき、毎年、その

権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に関

する報告書を作成し、議会に提出するとともに、公表することが義務付けられました。 

大分市教育委員会では、平成２０年５月に本市教育行政の方向や施策を明らかにす

る「大分市教育ビジョン」を策定し、学校、家庭、地域社会が連携し、一体となった

教育の推進を図っています。 

  こうした取組の推進に当たっては、市民の皆様に、その進捗状況を公表する中で、

各々の施策が確実に実施されているか、どのような成果があるかなどを点検・評価す

ることにより、教育行政の改善を図るとともに、市民への説明責任を果たし、市民に

信頼される教育行政を推進する必要があると考えています。 

そこで、本市教育委員会では、「大分市教育ビジョン」の各施策の取組状況に関す

る点検・評価をもって、｢教育に関する事務の管理及び執行の状況についての点検及

び評価｣とし、ここに報告書をまとめました。 

  

 

１ 教育に関する事務の管理及び執行の状況についての点検及び評価の実施について 

 

（１） 目 的 

① 大分市教育委員会が行う教育に関する事務の管理及び執行の状況についての点 

検及び評価を実施することにより、教育行政の改善を図る。 

② 点検・評価の結果に関する報告書を作成し、これを大分市議会に提出するとと

もに、公表することにより、市民への説明責任を果たし、市民に信頼される教育

行政を推進する。 

 

（２）実施方法 

① 点検・評価は、教育委員会の活動及び運営状況並びに「大分市教育ビジョン」

に示す施策を対象とする。 

② 点検・評価を行うに当たり、客観性及び透明性を高めるため、教育に関し学識 

経験を有する者の知見の活用を図る。 

③ 教育委員会は、点検・評価の結果を取りまとめた報告書を作成し、大分市議会 

に提出するものとする。また報告書は公表する。 
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（３）点検・評価のイメージ 

                                                                     市 

    教育委員会 点検・評価   

                                     議  公 

１ 教育委員会の活動及び運営状況                    及 

２「大分市教育ビジョン」点検・評価結果                 会      

 (１)豊かな人間性の創造                          び             

  ①幼児期における教育の充実               学識経験者          提  表 

 ②学校教育の充実                               による意見  

 ③社会教育の推進と生涯学習の振興                 出 

  ④青尐年の健全育成 

(２)人権を尊重する社会づくりの推進                          

(３)個性豊かな文化の創造と発信        ○教育行政の改善  

(４)スポーツ・レクリエーションの振興     ○説明責任を果たし、 

(５)本市教育を推進する教育委員会の充実         市民に信頼される教育行政の推進 

 

 

２ 報告書の見方 

 

  本報告書は、次の２つの内容（第Ⅰ章・第Ⅱ章）から構成しています。 

  第Ⅰ章 教育委員会の点検・評価 

    １ 教育委員会の活動及び運営状況 

        ● 教育委員会会議の開催状況、教育委員会会議での審議状況、その

他活動状況等について記載しています。 

    ２「大分市教育ビジョン」点検・評価結果 

      重点施策について、以下の項目立てから点検及び評価をしています。 

       ①目標 

       ②取組の進捗状況 

        ●「重点施策」の実現に向けて展開している「具体的な施策」につい

て、「２３年度に向けた２１年度における取組の進捗状況」を説明

するとともに、４段階評価を行っています。 

          ＜評価基準＞ Ａ・・・計画どおり順調に進んでいる    

                 Ｂ・・・概ね計画どおり進んでいる     

                 Ｃ・・・計画がやや遅れている       

                 Ｄ・・・計画が大幅に遅れている              

       ③平成２１年度の成果や課題 
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  第Ⅱ章 学識経験者による意見 

        ● 点検・評価の客観性及び透明性を高めるとともに、知見を活用す

るため、教育に関し学識経験を有する方の意見等を聴取しました。 

               ご意見等をいただいた方々は、次のとおりです。（５０音順 敬称略）         

   氏   名       所  属  等 

  金 子 進之助 別府大学短期大学部学長 

草 間 朋 子 大分県立看護科学大学学長 

山 崎 清 男 国立大学法人大分大学教育福祉科学部教授 

 

 

参考  「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）  

 第２７条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定によ 

    り教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第３項の規 

定により事務局職員等に委任された事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の 

状況について点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを 

議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経 

  験を有する者の知見の活用を図るものとする。 
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第Ⅰ章 教育委員会の点検・評価 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教育委員会の活動及び運営状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 教育委員会の活動及び運営状況 

 

本市教育委員会は、平成２０年５月に策定した「大分市教育ビジョン」の基本

理念である「思いやる豊かな心と生きがいをはぐくむまちづくり」の実現に向け、

明日の大分を担う人材育成と郷土の豊かな伝統・文化を推進し、本市教育の振興

に努めています。 

    各教育委員については、毎月の定例の会議出席のほか、事務局と連携しながら

最新の教育情報等に関する研修会への参加、学習会の開催、学校訪問、施設の視

察など自己研修・情報収集を行う中で、幅広い視点からの議論並びに積極的な活

動を次のとおり行ってきました。 

 

（１） 教育委員会委員 

職  名 氏  名 就任年月日 委員現任期 

委 員 長 若杉 順子 H15. 5.14 H19. 5.14～H23. 5.13 

委員長職務代理者 髙橋 英子 H19. 5. 8 H19. 5. 8～H22. 6.27 

委   員 角山 光邦 H19.12.17 H21. 7. 8～H25. 7. 7 

委   員 小林 達也 H20. 3.26 H20. 7. 9～H24. 7. 8 

教 育 長 足立 一馬 H19. 5.14 H19. 5.14～H23. 5.13 

 

（２） 教育委員会会議の開催状況 

原則として毎月１回の「定例会」、必要に応じて「臨時会」を開催します。 

平成２１年度は、合計で２３回開催しました。 

① 教育委員会定例会議・・・１２回 

② 教育委員会臨時会議・・・１１回 

 

（３） 教育委員会会議での審議状況 

「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」第２６条及び「大分市教育委員

会所管事務委任規則」の規定に基づき、平成２１年度は合計で８８件について審

議を行いました。 

 

① 教育に関する事務の管理及び執行の基本的な方針・・・・・ ６件 

② 事務局職員及び教職員の人事・・・・・・・・・・・・・・２１件 

③ 教育委員会規則の制定又は改廃・・・・・・・・・・・・・１５件 

④ 教科用図書の採択・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ １件 

 

-4- 
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　　⑤　奨学生の選定 ･ ･ ･ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ･ ･ ･ ・ ・ ・ ・ ・  ２件

　　⑥　法令又は条例に定めのある附属機関の委員の委嘱  ・ ・ ・ ･ ・ ・ ・１１件

　　⑦　教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価  ・ ・ ・  ３件

　　⑧　予算その他議会の議決を経るべき議案に対する意見申出 ・ ・ ･ ・２７件

　　⑨　その他教育に係る事務 ･ ･ ･ ・・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ･ ･ ･ ・ 　 ２件

平成２１年度教育委員会審議案件等一覧（分類欄は、上記の分類によるものです。）

件　　　　　名 分類

 大分市立学校管理規則等の一部改正について ③

 大分市公民館長及び大分市関崎海星館長の任命について ②

 公有財産の所管換について ⑧

 大分市体育指導委員の委嘱について ⑥

 大分市スポーツ振興審議会委員の任命について ②

 大分市公民館運営審議会委員の委嘱について ⑥

 大分市立学校職員の給与に関する条例の一部改正について ⑧

 平成２１年度大分市奨学生の決定について ⑤

 平成２０年度補正予算（平成２１年３月３１日付市長専決処分）について ⑧

 大分市奨学生選考委員会委員の委嘱及び任命について ⑥

 大分市スポーツ振興審議会委員の委嘱について ⑥

 大分市公民館運営審議会委員の委嘱について ⑥

 大分市社会教育委員の委嘱について ⑥

 大分市立学校職員の給与の支給等に関する規則の一部改正について ③

 平成２１年度６月補正予算について ⑧

 平成２１年度行政評価について ⑦

 平成２１年度実施計画について ①

教育に関する事務の管理及び執行の状況についての点検及
び評価について

⑦

 県費負担教職員の人事異動の内申について ②

 大分市公民館運営審議会委員の委嘱について ⑥

 大分市民図書館協議会委員の委嘱及び任命について ⑥

 教育委員会事務局職員の人事異動について ②

 県費負担教職員の処分の内申について ②

 県費負担教職員の処分の内申について ②

 県費負担教職員の処分の内申について ②

 県費負担教職員の処分について ②

（仮称）大分市学校給食西部共同調理場洗浄室及び消毒室厨
房備品の購入について

⑧

（仮称）大分市学校給食西部共同調理場和え物室及び保管庫
厨房備品の購入について

⑧

（仮称）大分市学校給食西部共同調理場調理室厨房備品の購
入について

⑧

28

29

24

25

26

27

20

21

22

23

16

17

18

19

12

13

14

15

8

9

10

11

番号

1

2

3

4

5

6

7

4月30日

4月30日

4月30日

提出日

4月30日

4月30日

4月30日

5月22日

5月22日

5月22日

5月22日

5月22日

5月22日

5月22日

5月29日

6月9日

6月25日

6月25日

6月25日

6月25日

6月25日

6月25日

6月29日

7月30日

7月30日

7月30日

7月14日

7月14日

7月24日

7月30日
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件　　　　　名 分類

 県費負担教職員の処分について ②

 県費負担教職員の処分について ②

 教育長の処分について ⑨

 教育委員会事務局職員の処分について ②

 平成２２年度使用教科用図書の採択について ④

 教育に関する事務の管理及び執行の状況についての点検及
び評価について

⑦

 平成２１年度９月補正予算について ⑧

 大分市奨学資金に関する条例の一部改正について ⑧

 大分市立幼児教育計画振興計画の策定について ①

 大分市立幼稚園規則の一部改正について ⑧

（仮称）大分市学校給食西部共同調理場検収室及び下処理室
厨房備品の購入について

⑧

 大分市スポーツ振興審議会委員の任命について ②

 大分市体育指導委員の委嘱について ⑥

 大分市公民館運営審議会委員の委嘱について ⑥

 平成２０年度決算について ⑧

 公有財産の所管換等について ⑧

 平成２１年度１２月補正予算について ⑧

 平成２２年度当初予算要求について ①

 平成２２年度大分市立学校の休校について ①

 平成２１年度県費負担教職員の人事評価について ②

 大分市立学校職員の給与に関する条例等の一部改正について ⑧

 小中学校校務用パーソナルコンピュータの購入について ⑧

 小中学校教育用パーソナルコンピュータの購入について ⑧

小中学校教育用電子黒板機能付デジタルテレビの購入につい
て

⑧

 小中学校教育用デジタルテレビの購入について ⑧

 横尾貝塚保存整備活用事業用地の購入について ⑧

 アートプラザに係る指定管理予定者の決定について ⑧

 大分市営温水プールに係る指定管理予定者の決定について ⑧

 損害賠償の額の決定並びに示談について ⑧

 大分市公民館運営審議会委員の委嘱について ⑥

大分市立学校職員の通勤手当の支給に関する規則の一部改
正について

③

 義務教育等教員特別手当の支給に関する規則の一部改正に
ついて

③

大分市立学校職員の給与の支給等に関する規則の一部改正
について

③

59

60

61

62

55

56

57

58

51

52

53

54

47

48

49

50

43

44

45

46

39

40

41

42

35

36

37

38

31

32

33

34

番号

30

8月25日

8月25日

9月29日

9月29日

8月25日

8月25日

8月25日

8月25日

7月30日

8月25日

8月25日

11月26日

11月26日

11月26日

11月26日

11月26日

11月26日

11月26日

11月26日

11月26日

11月26日

12月17日

12月17日

11月26日

11月26日

11月26日

11月26日

提出日

8月3日

8月3日

8月3日

8月19日

12月17日

7月30日
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件　　　　　名 分類

 大分市奨学資金に関する条例施行規則の一部改正について ③

 平成２２年３月末教職員定期異動方針について ②

 県費負担教職員の処分の内申について ②

 県費負担教職員の処分について ②

 教育長の処分について ⑨

 教育委員会事務局職員の処分について ②

 県費負担教職員の処分について ②

 平成２１年度３月補正予算について ⑧

 平成２２年度当初予算について ⑧

 大分市教育委員会傍聴人規則の全部改正について ③

 大分市教育委員会事務局組織規則の一部改正について ③

　大分市立小学校及び中学校の通学区域に関する規則の一部
改正について

③

 大分市立学校施設管理規則の一部改正について ③

 大分市立大分高等専修学校管理規則の廃止について ③

 大分市立大分高等専修学校学則の廃止について ③

 大分市校庭等開放事業に関する規則の廃止について ③

 平成２２年度大分市学校教育指導方針について ①

 大分市スポーツ振興基本計画の策定について ①

 平成２２年度大石奨学生の決定について ⑤

 小中学校校務用プリンターの購入について ⑧

 （仮称）大分市学校給食西部共同調理場物品の購入について ⑧

 大分市立学校管理規則の一部改正について ③

 大分市学校支援センター管理規則の制定について ③

 県費負担教職員の人事異動の内申について ②

 教育委員会職員の人事異動について ②

 大分市公民館長の任命について ②

86

87

88

82

83

84

85

78

79

80

81

74

75

76

77

70

71

72

73

66

67

68

69

番号

63

64

65

12月17日

12月17日

12月22日

3月1日

2月18日

3月1日

3月1日

3月1日

3月1日

3月1日

3月1日

3月1日

3月1日

3月1日

3月1日

3月1日

提出日

3月1日

12月22日

1月8日

1月8日

3月16日

3月16日

3月16日

3月23日

3月30日

3月1日
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※審議案件の他、協議事項及び報告事項についても取り扱いました。

協議事項・・・１件

報告事項・・・６４件

報　告　内　容

市議会関係について

幼児教育振興計画について

教職員の人事について

文化財の指定・答申について

隣接校選択制度について

学校給食について

スポーツ振興計画について

幼稚園教育について

その他

(４)その他活動状況

① 委員協議会・・・４回

平成２１年度実施計画事前協議

第１回教育懇談会終了後の感想について

スクールセクハラ防止への対応について、会議の写真撮影の許可について

小中学校の入学式・卒業式への教育委員の出席について

② 研修会等・・・９回

第１回学習会（認定こども園について）

第３回学習会（夏季休業中の学校運営について外１件）

第４回学習会（傍聴人規定について外２件）

第５回学習会（教職員評価制度について外１件）

第６回学習会（学校支援センターについて）

第７回学習会（先進地視察の事前学習について）

概　　　　要

　教育委員は、教育委員会会議に出席するほか、協議会の開催、研修会の参加、
学校訪問、教育施設の視察、行事等への参加等の活動を行っています。

3件

3件

29件

2件

件　　　　名

・ 教育委員会委員長の選任について

件　数

　６月

17件

3件

1件

3件

3件

(教育委員会の今後の方針等について検討・協議を行いました）

　２月

　５月

　７月

時　期

件　数

1件

　８月

時　期

　１月

　９月

１０月

１２月

　８月

　１月

平成２１年度大分県市町村教育委員会連合会研修会

平成２１年度九州地区市町村教育委員会連合会研修大会

概　　　　要

第２回学習会（教科用図書の選定について）
　６月

(国・県の動向や市教委の実情を把握し識見を高めるため、研修参加や学習会を行いました）
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③ 懇談会等・・・３回

市長部局とのいっそうの連携を図るため、市長と意見交換を行った

新任校長としての所感や課題・悩みの現状を聞くため開催した

他市町村と本市との違いについて所感や課題等を聞くため開催した

＜市長との懇談会の様子＞ ＜第１回教育懇談会の様子＞

④ 学校訪問・・・７校（園）

外国語教育について先進的な取組を行っている小学校の実態把握

公開授業の実態把握

学校現場の実態・実情を把握するため、授業参観や学校（園）長との
意見交換等を行った

＜英語授業の子ども達の様子＞ ＜授業参観をする教育委員の様子＞

１１月

内容
文部科学省の研究開発学校の指定を受けて実施されている「ことば
コミュニケーション科」の授業の実態把握に努めた。

豊府小学校
坂ノ市中学校

（両校ともオープンス
クールを視察）

目的

概　　　　要 時　期

内容

大分県が定めた「おおいた教育の日」普及月間中の取組として、全
市一斉オープンスクールデーが実施され、保護者の方や地元の方
が見学に来ており学校に対する関心の高さがうかがえた。

　５月

　８月

フリートークによる意見交換。テーマとしては、「教育委員会のあり
方」、「大分市の学校教育」、「基礎学力の定着」など、様々な事項に
ついて、お互いが率直な意見交換を行い、より一層の意志疎通が図
られた。

テーマは、「新任学校長としての所感」、「学校運営の課題」、「管理
職としての悩み」、「教育委員会への提案」とし、各校長は活発な発
言を行うことが出来た。

第１回教育懇談会
（新任校長11名）

市長との懇談会

第２回教育懇談会（大
分市初赴任教頭12名）

　３月
内容

テーマは、「前任地の市町村と比較した観点からの所感」、「学校経
営参画意識」、「保護者・地域との連携」、「小中連携」、「教育委員会
への提案」とし、各教頭と意見の交換を行うことが出来た。

目的

内容

内容

目的

目的

時　期概　　　　要

内容

毎年、一日かけて市内の小中学校等へ訪問をしており、今年度は大
南地区及び野津原地区の学校訪問を行った。

判田幼稚園
判田小学校

上戸次小学校
野津原中学校

（以上は総合視察）

目的

１１月

荷揚町小学校
（英語授業）

目的

１０月
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⑤ 所管施設等の視察・・・３施設

教育施設の実態・実情を把握するため視察を行った

＜高瀬石仏で説明を受ける教育委員＞ ＜情報学習センターの視察＞

⑥ 先進地視察・・・３箇所

他都市教育委員会の先進的な取組みについて視察を行った

＜富山市科学博物館の様子＞ ＜ICT活用授業の様子＞　

⑦ 各種会議・行事等・・・１８回
     (教育委員の活動について広く市民に理解していただけるよう、行事への積極的な参加を行いました）

歴史資料館第28回特別展オープン式典、美術館特別展オープン式典

概　　　　要 時　期

時　期概　　　　要

高瀬石仏
(仮称)のつはるこども園

(建設予定地)
情報学習センター

目的

１１月
内容

高瀬石仏は、国庫補助を受けて修復作業中であり現状を視察、(仮
称)のつはるこども園は平成２３年度開園予定であり建設予定地の現
状を確認した。また、情報学習センターは、最新の設備機器を導入し
たとのことであった。

富山市教育委員会
富山市科学博物館

市立山室中部小学校

目的

　２月
内容

富山県は、全国学力テストなどで常に上位の成績を収めており、富
山市は県の平均より高い学力を維持しているので、その取組の実態
についてうかがった。また、学校ICTの活用について、全国的に先進
的な取組を行っているので、授業の様子を視察した。

　１月

　２月

　３月

大分市成人記念集会

大分市家庭の日推進大会、大分高等専修学校閉校式

小学校卒業式、中学校卒業式、幼稚園卒園式、大分市美術展覧会表彰式

　７月

　８月

１１月

第26回ムッちゃん平和祭

おおいた教育の日推進大会、文化の日表彰式

　５月

　６月

小学校入学式、中学校入学式

大分県市町村教育委員会連合会総会、大分教育の日推進会議総会、
第59回社会を明るくする運動大分市推進委員会

概　　　　要 時　期

　４月小学校入学式、中学校入学式



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 「大分市教育ビジョン」点検・評価結果 
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説明 評価

策定の取組 策定準備 原案作成 実　施
検討委員会を設置し、5回の委員
会開催・協議により、原案を作成
した。

A

研修会の開設講座数 ２講座 ８講座 ５講座
私立幼稚園教諭が合同研修を８
講座開催し、延べ76名参加し
た。

A

専任園長制導入園数 ０  園 ４園 ３園以上
専任園長制を導入した園を前年
度より1園増やし、幼稚園教育の
活性化を図った。

A

実施園数の割合
内部評価
100%

学校関係者
評価100%

学校関係者
評価100%

全園で学校（園）関係者による評
価を実施し、園運営について組
織的・継続的な改善を図った。

A

地域との交流活動を
取り入れた園の割合

６６％ ８８％ ８６％

特色ある学校（園）づくり推進事
業などを活用し、地域との交流活
動を取り入れた園は88%（29園）と
なった。

A

設置に向けた取組 検討
準備会設置

の検討
設置

23年度設置に向け、22年度は課
題の検証と在り方の検討をする
準備会を設置することとした。

B

「預かり保育」実施回
数・時間

週１回 週１回 週２回
「預かり保育」の拡充に向け、引
き続き、課題の整理を行った。

C

補助利用者数
(Ⅰ期当たり平均）

３６７人 ４２６人 ３８０人

制度が周知され、Ⅰ期当たり平
均補助利用者数（実利用者）が
426人となり、23年度指標を上回
る保護者の経済的負担の軽減が
図られた。

A

各園の参加者総数 10,722人 4,896人 11,000人

インフルエンザの流行等により、
講演会等の開催を控える状況が
続いたために参加人数が大幅に
減尐した。

D

「大分市幼稚園教育ス
タンダード」の策定

市立幼稚園における
「預かり保育」の充実

私立幼稚園の預かり
保育利用者に対する
支援の充実

市立幼稚園「子育て
支援事業」の推進

幼稚園教諭と保育士
などとの合同研修機
会の提供

市立幼稚園における
学校(園)評価の取組
の推進

市立幼稚園における
特色ある園づくりの推
進

幼稚園・保育所・小学
校連絡協議会の設置

③幼稚園、保育所における子育て支援の充実

②幼稚園、保育所と小学校との連携・交流の推進

重点施策　　　(１)　豊かな人間性の創造　　　①　幼児期における教育の充実　

１．目標

２．取組の進捗状況

○人間形成の基礎を築く幼児期の重要性、本市の幼児教育の実情などを踏まえ、義務教育への円滑な接続
　　を図る保育の充実、子育て支援策など、幼児教育環境の整備に努める。

市立幼稚園への「専
任園長制」の導入

２３年度
指標

具体的な施策

①幼稚園、保育所における教育、保育の充実

指標の説明
23年度に向けた21年度の進捗状況２１年度

実績
１９年度
状況
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説明 評価

策定と実施 策定準備 策定 前期実施

H21.8に策定し、市民が共有す
べき本市幼児教育の「基本理念」
等を位置づけ、幼稚園等施設な
どが共通の認識をもつ「取組の
方向性」等を示した。

A

①

②

③

④

幼稚園、保育所における教育、保育の充実
幼児に生きる力の基礎を培うための実践のポイントを示す「（仮称）大分市幼稚園教育スタンダード」の原案を
作成した。本計画の策定後、各市立幼稚園において、本書を活用した日々の保育の充実を図る。また、私立
幼稚園や保育所（園）においても参考となるよう、配布を予定している。

幼稚園、保育所と小学校との連携・交流の推進
　小学校との連携を教育課程に位置づけた幼稚園がみられる等、徐々に幼稚園等施設と小学校との連携の
必要性に対する気運の醸成が図られている。今後、全ての幼稚園等施設と小学校との連携を促進するため、
「（仮称）大分市幼保小連携推進会議」のH23年度設置に向け、H22年度には所要の検討を行なう準備会を
設置することとした。

幼稚園、保育所における子育て支援の充実
　各幼稚園等施設では、園舎・園庭の開放、子育て講演会、子育て相談、保護者同士の交流機会の提供な
どの子育て支援活動や預かり保育の充実に努めているが、H21年度は、インフルエンザの流行等により市立
幼稚園の子育て支援事業への参加者が減尐した。また、今後、保護者や地域の多様なニーズに応え、市立
幼稚園における預かり保育の拡充に努める必要がある。

幼児教育の環境整備
　今後10年間の本市幼児教育の指針となる「大分市幼児教育振興計画」をH21．8に策定した。
　本振興計画には家庭、地域社会、幼稚園等施設及び行政が共通の認識をもって進める「取組の方向性」を
示した。同時に、本市教育委員会が主体的に進める「具体的方策」や「幼稚園の振興」に関する基本的な考
え方を明らかにした。
　今後、本振興計画に基づき、市民が協働して「幼児の豊かな心と夢を　共にはぐくむ教育の推進」の実現を
目指し、豊かな幼児教育環境の創造に向けた取組を進める。

３．平成２１年度の成果や課題

新たな幼児教育振興
計画の策定と実施
(前期＝21～25年度、
後期＝26～30年度）

④幼児教育の環境整備

具体的な施策
２１年度
実績

１９年度
状況

指標の説明
２３年度
指標

23年度に向けた21年度の進捗状況
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○

○

評価

指導主事の学校要
請訪問

５７％ １００％ ８０％ A

標準学力検査にお
ける各教科の到達
指標（全国平均を
100として）

１０１ １０１ １０４ A

小学校５･６年への
ＡＬＴ等の派遣

年間２回 年間５回 月１回 A

コンピュータの整備 検討
特別教室

６台
特別教室

６台
A

環境教育研修会の
受講者割合

２０％ ６１．5％ ４０％ A

全校読書タイム実施
校数

８２％ ９８％ １００％ A

児童一人当たりの年
間貸出冊数

４８冊 ５３．２冊 ５５冊 A

生徒一人当たりの年
間貸出冊数

２　冊 ３．３冊 ９　冊 B

①生きる力をはぐくむ教育活動の展開

学校図書館支援員を配置し、図
書館担当者との連携の下、読書
環境の整備などを進めたことによ
り、生徒の読書意欲に向上が見ら
れた。

校長会等を通じ、市教委主催の
環境教育に係る研修を紹介した
り、校内研修を行ったりすることに
より、教員の参加・受講を促進し
た。

図書館担当者等を対象に、読書
活動推進の方法や研究校の実践
などについて研修することにより、
学校の読書活動を推進した。

指導資料の作成・配布、学力向
上会議の開催、研究推進校の成
果の還元等を行った結果、前年
度より１ポイント向上した。

環境教育の推進と充実

学校図書館支援員を配置し、図
書館担当者との連携の下、読書
環境の整備などを進めたことによ
り、児童の読書意欲が向上した。

読書活動の充実

国際理解教育の推進と
充実

大分っ子基礎学力アッ
プ推進事業の実施

情報教育の推進と充実

重点施策　　　（１）　豊かな人間性の創造　　　②　学校教育の充実　

１．目標

２．取組の進捗状況

具体的な施策
１９年度の
状況

23年度に向けた21年度の進捗状況
指標の説明

説明
２３年度
指標

２１年度
実績

学校教育においては、確かな学力の向上、心の教育の充実、健やかな体の育成に取り組み、自ら学び自ら考
える力などの生きる力を育成する教育の創造に努めるとともに、学校の教育力（「学校力」）、教師の力量（「教師
力」）を高め、子どもたちの「人間力」の育成をめざす。

家庭、地域社会および関係機関との連携の強化を図りながら、開かれた学校、信頼される学校づくりに努めると
ともに、時代の要請にこたえる創意ある教育環境の整備充実に努める。

基礎学力向上研究推進校の研
究、自主公開研究発表及び校内
研究などの機会を通じ、全校に指
導主事を派遣することにより、各
学校の研究を推進した。

ALTを増員し、小学校への派遣
回数を増やすことにより、外国語
教育を充実させた。

小中学校の特別教室に平均６台
のパソコンを配置し、情報教育に
係る環境整備を行った。
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評価

小・中学校における
職場見学・体験実施
校の割合

３４％ １００％ ５０％ A

キャリア教育コー
ディネーターの中学
校への派遣

７４％ ７４％ １００％ B

新体力テストで全国
平均以上の種目の
割合

※９％
（４．２％）

１３％ ３０％ Ｃ

｢薬物乱用防止教
室｣の開催

１８校 ４６校 全小中学校 B

地産地消の取組〔学
校給食の地元産食
材の使用比率〕

４１％ ４５％ ４３％ Ａ

活動へのボランティ
ア参加人数

７００人 ７５９人 ８００人 A

外部講師等の参加
人数

３７０人 ５０８人 ４５０人 A

学校教育支援員の
活用分野数

８分野 １７分野 １３分野 A

学校評議員研修会
の開催日数

１　回 ２　回 ２　回 A

学校ホームページ
の更新

学期１回 年３回 月１回 B

子どもの健康や体力の
増進

喫煙、飲酒、薬物乱用
防止教育の充実

進路指導の充実

具体的な施策 指標の説明
１９年度の
状況

２１年度
実績

23年度に向けた21年度の進捗状況２３年度
指標 説明

目標値は下回っているが、研修
会等で体力向上に向けた指導方
法を示し、各学校での授業改善
の取組を推進することにより、体
力の向上は見られている。

キャリア教育を推進することによ
り、全小中学校において職場体
験活動や職場見学を実施し、勤
労観、職業観の育成を図った。

中学校で職業講話を実施する際
に、商工労政課等と連携し、ヤン
グキャリアアドバイザー等の講師
を派遣することにより、職業意識
の向上を図った。

関係機関と連携した「薬物乱用防
止教室」の開催校数は毎年増加
しており、「薬物乱用防止教育」の
充実は図られている。

特色ある学校づくり推
進事業の実施

各種教育活動における
地域の人材活用

地域に開かれた学校づ
くり、信頼される学校づ
くり

各学校が保護者、地域との連携
を進めた結果、参加人数が増加
した。

※県において、平均値の比較をT－スコアを用いていることから、本市においても、T－スコアを用いることとした。
　【T－スコア】とは、通常「偏差値」と呼ばれているものである。

人材バンク等を充実させることに
より、教育活動の中で専門的な知
識、技能、技術を有する講師の活
用が増えた。

各学校からの推薦等により、学校
教育支援バンクの登録分野や人
数の充実を図った結果、17分野
にのべ97名の登録となった。

食に関する指導の充実

開催時期や参加人数等の調整を
行い、学校評議員を対象に研修
会を実施し、学校評議委員の制
度や役割についての理解を図っ
た。

学校ホームページコンテストの実
施や情報教育担当者研修会での
更新方法等の研修により、更新回
数の増加に努め、年３回以上更
新した学校は８９％になった。

②学校の創意工夫による教育の充実

地産地消推進会議を毎月開催
し、学校給食で使用される市内産
の旪の食材の使用比率は伸びて
おり、学校給食を生きた教材とし
た食に関する指導の充実は図ら
れている。
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評価

巡回教育相談の実
施（年間）

５　回 ５　回 ７　回 B

小中一貫教育校の
設置

１　校 １　校 ４　校 A

学校図書館の空調
設備設置校の割合

１６％ 47％ 50％ A

教室の照明設備の
改修実施数

年１０教室 年１２教室 年１０教室 A

トイレの全面改修実
施校数

年１校 年２校 年１校 A

特別教室の全面改
修実施数

年２教室 年３教室 年２教室 A

プールの改築実施
校数

年２校 年２校 年２校 A

外壁及び屋上大規
模改修実施校数

年２校 年３校 年２校 A

環境に配慮した施
設整備実施校の割
合

１４％ １７％ １９％ B

耐震化率 ６１％ ６９％ ７６％ A

隣接校選択制の実
施状況

一部地域
での試行

全市域で
実施

全市域で
実施

Ａ

年次計画により、小・中学校合わ
せて16校に設置し47％となった。

23年度に向けた21年度の進捗状況

屋内運動場の増改築に伴い、中
水利用・人感センサー付照明設
備等、省エネ・省資源型の施設整
備を１校実施したが、同校は、既
に校舎を整備済みであることか
ら、割合は昨年と変更はなかっ
た。

耐震診断結果を基に作成した耐
震化計画により12棟の耐震化工
事を実施し、69％となった。

２１年度入学生等を対象にアン
ケート調査を実施し、その結果を
公表した。19年度の試行時と比較
すると肯定的な意見が増加した。

④時代の要請にこたえる創意ある教育環境の整備

市報や市のホームページで広く
呼びかけ、市内５地区において保
護者を対象とした巡回教育相談
を実施した。

市内６中学校区（１８校）を小中一
貫教育実践研究校に指定し、連
携型の小中一貫教育の研究を推
進した。

２３年度
指標

③個に応じた教育活動の充実と一貫性のある教育の推進

特別支援教育の充実

説明
具体的な施策 指標の説明

隣接校選択制の実施

教室内の環境の改善を図るため、
小学校８教室、中学校４教室、計
１２教室の老朽化した照明器具の
取替え・増灯を実施した。

衛生に対する意識及び生活環境
の改善を図るため小・中学校各１
校で実施した。

小・中学校の家庭科室各１教室と
小学校の理科室１教室の計３教
室を改修した。

老朽化した小・中学校のプールを
各１校ずつ、計２校改築した。

緊急性の高い校舎の外壁改修を
小学校２校、中学校１校の計３校
実施した。

学校施設の耐震化の
推進

学校施設環境の整備
充実

小中学校の一貫性のあ
る教育の推進

１９年度の
状況

２１年度
実績
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評価

弾力化の取組
見直し・

改善
見直し・

改善
見直し・

改善
Ａ

基準及び計画の策
定

基準の検討 基準の検討 計画の策定 Ａ

研修の精選と内容
の充実（講座・日数）

１０８講座
３０８日

１０２講座
２６６日

１０４講座
３０５日

A

学校図書館蔵書の
充足率

９５％ １２６％ １００％ A

制度の見直し検討 検討 見直し 見直し Ａ

①

②

③

④

生きる力をはぐくむ教育活動の展開
　指導主事による学校訪問や校長会等での研修において、各教科や道徳の授業研究、学力向上に係る先進
地研修の報告等を行うことにより、教員の授業力の向上、授業での指導方法の工夫改善に取り組み、確かな学
力の向上や心の教育の充実が図られた。
　体力増進に向けた取組の更なる推進は必要であるが、心身の調和のとれた発達に向けた健康安全教育の推
進は着実に図られている。

学校の創意工夫による教育の充実
　「生き生き学習サポート事業」の活用により、地域と一体となった多様な教育活動が展開できた。しかしながら、
今後、開かれた学校づくり、信頼される学校づくりを一層推進するうえから、学校ホームページの内容の充実や
更新回数の増加など、地域への情報発信を積極的に推進することが必要である。
　
個に応じた教育活動の充実と一貫性のある教育の推進
　平成２３年度の小中一貫教育全市展開に向け、市内６中学校区（１８校）を小中一貫教育実践研究校に指定
し、連携型小中一貫教育の取組を推進した。また、モデル校や実践研究校以外の学校においても、中学校区
での合同研修会等を通し、小中連携の取組を推進した。

時代の要請にこたえる創意ある教育環境の整備
　学校施設環境の整備充実については、どの項目も計画どおりに整備することができた。
　隣接校選択制の実施については、平成２１年度の全市実施を機に、市民の意識を把握するため、生徒、保護
者、教職員、地域住民、自治委員などを対象にアンケート調査を実施し、その結果を公表した。平成19年度の
試行時と比較すると肯定的な意見が増加しており、市民の制度に対する理解が進んだと考えている。

研修内容・方法等の工夫改善を
行い、講座数や日数の精選と内
容の充実を図った。

区域外就学の許可要件の見直し
を行い、保護者の意向に配慮した
弾力的な運用に努めた。

児童生徒数の推計、他都市の状
況などについて調査・研究を進
め、基準を検討した。

通学区域制度の弾力
的運用

３．平成２１年度の成果や課題

市立小・中学校の適正
配置

教職員研修の充実

子どもの読書活動の
推進

奨学制度の充実

学校図書購入に係る予算化や適
正な蔵書管理などにより、蔵書の
充足率が向上した。

奨学資金の応募条件の緩和や返
還期間の延長など、より利用しや
すい環境整備を図る観点から、制
度を見直した。

２３年度
指標

23年度に向けた21年度の進捗状況

説明
具体的な施策 指標の説明

１９年度の
状況

２１年度
実績
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○

○

○

評価

校区公民館への図書
配送業務

構　築 全校区館 全校区館 A

「まなびのガイド」への
アクセス件数

51,079件 62,760件 55,000件 A

「家庭教育学級」の開
設数

８０学級 ７０学級 ８５学級 Ｃ

地区公民館で開催する
集会「子育ての集い」
への参加者数

1,314人 1,604人 1,350人 A

地区公民館で開催する
「乳幼児家庭教育学
級」への参加組数

３０１組 ３３６組 ３５０組 Ａ

小学校就学前の子ども
をもつ保護者が学ぶ
「子育て講演会」の開
設数

60小学校
　6保育・
幼稚園

60小学校
　7保育・
幼稚園

61小学校
　９保育・
幼稚園

B

中学校にて思春期の
子どもの心理や保護者
のあり方を学ぶ「思春
期講演会」の開催校数

６０％ ９６％ ７５％ Ａ

「子育てサポーターリー
ダー」の養成地区数

４地区
公民館

12地区
公民館

８地区
公民館

Ａ

市民図書館が養成する
「読み聞かせボランティ
ア」の人数

５０人 １３０人 ７０人 A

説明

開設数は７０学級となったが、学
校、ＰＴＡを通じてＰＲを行うなど、
開設に向けて取り組んだ。

①生涯学習支援体制の充実

②学習情報提供活動の充実

③学習機会や内容の充実

１９年度の
状況

２３年度
指標

全校区公民館への図書配送業務
を週１回実施し、2,130冊の貸出利
用があった。

生涯学習情報の充実により、
62,760件のアクセス数があった。

重点施策　　　（１）　豊かな人間性の創造　　　③　社会教育の推進と生涯学習の振興　

１．目標

２．取組の進捗状況

生涯学習に関する
多様な学習情報の
提供

具体的な施策

読書活動支援の
取組

指標の説明
２１年度
実績

市民一人ひとりが、自己の人格を磨き、豊かな生活を送るため、その生涯にわたって、あらゆる機会あらゆる
場所において学習することができるよう、幼児期から高齢期までの各期に応じた魅力ある学習の場の提供に
努め、市民の学習活動を促進する。

自ら学び、その成果を適切に生かすことのできる生涯学習社会の実現を目指す。

地域の学習拠点、家庭教育の支援拠点、学校・家庭及び地域社会の連携拠点として、公民館など社会教育
施設の機能を充実し、魅力ある多様な事業展開を図る。

23年度に向けた21年度の進捗状況

新型インフルエンザ流行により中
止となった１校以外の全中学校で、
期末PTA等の場で主に中1の保護
者に、思春期の心理や家族のあり
方等を多くの保護者が学習でき
た。

１４グループと昨年度比1グループ
増、ボランティア数も昨年度比5名
増であった。

家庭教育を支援す
るための取組

「乳幼児家庭教育学級」の広報活
動の結果、参加組数は３36組と
なった。

大分市子育てサポーターリーダー
として１２地区公民館（６９名）が登
録し、地域の家庭教育支援の基盤
形成を行なった。

「子育ての集い」への参加者は、
1,6０4名であった。保護者と民生・
児童委員との交流等好評であっ
た。

託児を用意した食育や読書活動、
基本的生活習慣等の具体的な講
演内容で、子育てを振り返る機会と
して保護者に好評であった。
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評価

地域子ども活動支援設
置箇所数

４７箇所 ６７箇所 ５５箇所 A

登録者数 ２７８人 ３４２人 ３２０人 A

①

②

③

④

生涯学習支援体制の充実
　「子どもの読書活動推進計画」に沿い、「子ども読書の日」「秋の読書週間」にちなんだ取組を行ったり、全
校一斉の読書活動の取組を行ったりするなど、各事業主体毎に順調に実施できた。今後は引き続き取組を
行いながら、本計画の成果と課題を検証し、第2次推進計画の策定を行っていきたい。

学習情報提供活動の充実
　「まなびのガイド」のアクセス数は、動画配信コンテンツの充実や広報活動により順調に伸びている。今後は
更なるアクセス数の増加に向け、広報活動やコンテンツの充実を図る必要がある。

学習機会や内容の充実
　「家庭教育学級」の開設増を図るため、保育所、幼稚園、学校、ＰＴＡを通じた広報をしてきたが、市報、市
ホームページ、子育てポータルサイト等、広報の幅を広げていく必要がある。

地域活動の充実
　小学校等の子どもの身近な場所で、地域指導者による読み聞かせ、折り紙教室、工作体験、昔のおやつづ
くり、科学遊び、陶芸、茶道、いけばな等の体験活動や学習支援が実施できた。今後は、地域住民の連携･
協働による取組を全市に広げていく必要がある。
　「生涯学習指導者」が学習成果を生かせるよう支援する必要がある。

各地区公民館や事業での呼びか
け等により、342人の登録ができ
た。

のべ2,100名余りの地域ボランティ
アの支援で、658回のべ14,288名
の小学生の参加があった。

地域の子ども活動
を支援する取組

３．平成２１年度の成果や課題

④地域活動の充実

23年度に向けた21年度の進捗状況

説明
２１年度
実績

２３年度
指標

「生涯学習指導者
登録制度」の拡充

具体的な施策 指標の説明
１９年度の
状況
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○

説明 評価

研修の実施内容等
の充実（年４回）

現状分析 見直し 見直し

児童生徒の健全育成を目指す
積極的な生徒指導の展開と、小
中学校間・近隣学校間での連携
強化に向けた研修内容となるよう
見直しを行った。

Ａ

事例発表など内容
の充実(開催回数)

４　回 ４　回 ５　回

教育相談体制の充実を図るた
め、いじめや不登校等の問題へ
の組織的対応や小中連携による
未然防止、早期発見・早期対応
等の研修の充実に努めた。

Ｂ

協議内容の充実
　 (開催回数)

２　回 ２　回 ３　回

本市におけるいじめ・不登校等
の状況分析と未然防止や早期対
応について、専門的見地からの
意見を聞き、各学校への指導に
いかせるよう協議内容の検討を
行った。

Ｂ

活動への参加率 ７０．１％ ７７％ ９０％

校長会や地区・校区青尐年健全
育成協議会等と連携し、地域行
事等への積極的参加を促すな
ど、参加率の向上に向けて取り
組んだ。

Ｂ

父親部の設立率 ８０％ ９６％ １００％

父親の子育て参加促進と活動の
場を家庭から地域へ広げるため
に、父親部の設立や活動の充実
に向け支援を行った。

Ａ

参加者数 ３８８人 ３９２人 ５００人

大分市ＰＴＡ連合会との共催で
「おやじサミット」を開催し、「家庭
の日」の趣旨の理解と定着を図っ
た。

Ｂ

大分市小中学校生徒指
導連絡会

指標の説明

②青尐年の健全育成活動・社会環境整備などの推進

大分市｢家庭の日｣推進
大会

大分市小中学校教育相
談担当者連絡会

大分市いじめ・不登校等
対策協議会

児童生徒のボランティア
活動

大分市｢おやじの会｣育
成サポート事業

２１年度
実績

①学校教育における生徒指導の充実

23年度に向けた21年度の進捗状況

重点施策　　　（１）　豊かな人間性の創造　　　④　青尐年の健全育成　

１．目標

２．取組の進捗状況

１９年度の
状況

具体的な施策

「青尐年自らの力による成長」と「青尐年の成長を支える大人の体制づくり」を２本柱として、学校、家庭、地域
社会、職場が青尐年の健全育成に向けてそれぞれの役割を果たし、豊かな人間性や社会性を身につけた、
新しい時代を切り拓く青尐年の健全育成に努める。

２３年度
指標
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説明 評価

ボランティア数 25,417人 26,515人 30,000人

学校が中心となり、ＰＴＡや地域
関係者に登録者の拡大に向けて
呼びかけるとともに、見守り活動
の定着を図った。

Ｂ

定員に対する参加
率

９５％ ９７％ １００％

市内全小中学校への周知と、市
報やマスコミを通じて市民への広
報に努めるとともに、事業内容の
見直しと充実を図った。

Ａ

①

②

大分市こどもの安全見守
りボランティア推進事業

尐年自然の家主催事業

３．平成２１年度の成果や課題

学校教育における生徒指導の充実
　生徒指導連絡会について、これまで小学校部会と中学校部会に分かれて年４回開催してきたが、持ち方に
ついて検討を行った結果、２２年度より従来の部会に加えて、中学校区・近隣学校別部会を開催し、小中学
校間や近隣学校間での連携の強化を図る予定である。

青尐年の健全育成活動・社会環境整備などの推進
　大分市「おやじの会」育成サポート事業による設立に向けた呼びかけや「全国おやじサミット」の開催により、
着実に設置率が上がってきている。
　平成15年度より、大分市PTA連合会との共催で大分市｢家庭の日｣推進大会を開催してきたが、「家庭の日」
の趣旨の理解と定着に向け、より多くの市民への啓発を行う方策について検討する必要がある。

２３年度
指標

23年度に向けた21年度の進捗状況
具体的な施策 指標の説明

１９年度の
状況

２１年度
実績
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○

○

説明 評価

人権作文の応募率
　（各学校学年１
点）

７９％ ８１％ １００％
応募を希望制としたため、昨
年度よりも応募率が下がった。

B

校内研修の延べ実
施回数

２６４回 ３１３回 ２８０回
人権意識の向上により、目標
を上回る校内研修が実施され
た。

A

人権啓発講演会な
どの開催学校数

１２校 ２９校 ３０校
PTA事業やオープンスクール
において、講演会や授業参観
を実施した。

A

人権講座の講座数 １６講座 ２６講座 １８講座
13地区公民館において、専門
講座と人権講座が行われるよ
うになった。

A

地区人権協の設置
数

１２ １４ １３
一部校区ついて、未設置では
あるが、市内全地域に人権協
ができた。

A

加入団体数 82 89 100
本年度は2団体の加入があり、
今後も社会教育部会における
加入予定がある。

A

学習会の参加者数 2,608人 5,369人 2,700人
新設された人権協の活動が始
まったことと従来からの人権協
の取組が充実した。

A

子どもの意欲と実践力の
育成

教職員の研修の充実

保護者への人権啓発事業

地区公民館の人権講座

重点施策　　　（２）　人権を尊重する社会づくりの推進　

１．目標

２．取組の進捗状況

具体的な施策 指標の説明
23年度に向けた21年度の進捗状況１９年度の

状況
２１年度
実績

「市民一人ひとりが互いに人権を尊重し合い、共に生きる喜びを実感できる地域社会の実現」をめざし、
同和問題をはじめ、女性、子ども、高齢者、障がい者、外国人、HIV感染者、ハンセン病患者をめぐる人権問
題など、身のまわりにあるさまざまな人権問題の解決に向けて取り組む。

学校や地域における人権教育を推進し、「差別をしない、させない、許さない」という意欲と実践力をもった市
民の育成に努める。

地区人権教育推進協議会

大分市人権・同和教育推進
連絡協議会

地区人権教育推進協議会

２３年度
指標

①学校教育における人権・同和教育の推進

②社会教育のおける人権・同和教育の推進
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説明 評価

講師派遣回数 ２２２回 ２６５回 ２４０回
人権に関する研修の必要性
が広まり、講師派遣の要請が
多くなった。

A

ビデオテープ、ＤＶ
Ｄの所蔵数

１４０本 １４８本 １５０本
他課と調整、吟味しながら、効
果的な教材をそろえている。

A

講師登録者数 ２０人 ２１人 ３０人
講師団の組織化を図り、賛同
者を募る計画である。

B

①

②

③

学校教育における人権・同和教育の推進
　人権感覚の醸成は、幼いときからの社会的環境による影響が大きいため、特に、小学校以下の子どもを持
つ保護者に対する人権教育を一層充実させるとともに、人権問題の解決にむけた実践力が身についた次世
代の育成が望まれる。
　研修により、家庭の経済格差によらない学力保障をするための教育のすすめ方について、意識が深まっ
た。

社会教育のおける人権・同和教育の推進
　市内全地域に地区人権協ができたものの一部の校区については未設置であることから、今後、整理統合し
全地域全校区に設置するとともに、支所や行政センターが担当する校区と地区公民館が担当する校区の整
合性も行うことにより、より効果的な人権啓発をしなければならない。
　人権協による啓発をすすめた結果、高齢化をむかえる地域社会や性別役割分担の解消にむけた家族のあ
り方についての理解が深まった。

人権啓発の推進
　さまざまな機会に人権啓発をおこなっていることにより人権への関心が高まり、人権問題を自分こととして受
け止められるようになったため、研修会や懇談会を希望する自治会や各種団体が多くなった。

人権にかかわる視聴覚教
材の充実

大分市人権問題講師団の
充実

３．平成２１年度の成果や課題

人権啓発研修会などの人
権啓発事業

③人権啓発の推進

２３年度
指標

23年度に向けた21年度の進捗状況
具体的な施策 指標の説明

１９年度の
状況

２１年度
実績
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説明 評価

所蔵作品の公開率 ８７％ ７６％ ８９％

20年度に多量の寄贈があったこ
とから、収蔵作品が大幅に増加
したため、公開率が減尐してい
るが、その多くを22年度に公開
予定で、指標は達成の見込み
である。

Ｂ

美術館施設利用者数 193,095人 222,348人 232,000人

やなせたかし展等の集客力のあ
る企画内容や新たなインター
ネット媒体や情報誌での広報に
努めるなど広報の工夫により、
21年度の目標値220,000人を達
成できた。

A

アートプラザ利用率 ８６％ ８１％ ８７％

景気低迷の影響で高料金の
アートホールの借り手が減尐等
したことにより目標値を下回っ
た。

Ｂ

アートプラザ利用者数 127,014人 170,390人 152,000人
ホールでのイベント開催等によ
り、順調な利用者増が図れ、目
標値は達成できた。

Ａ

常設展出品作の作品解
説整備率

１５％ ４７％ ３１％

年間4回の展示替えを行うことに
より、解説の整備を充実させ、21
年度はさらに整備が進み、実績
を上げることができた。

Ａ

外部講師数 ９　人 ９　人 ９　人

広く美術、芸術に親しむ講座に
おいて職員による講座のみでな
く、美術家や様々な分野の講師
を招聘し、限られた予算の中で
はあるが、目標値が達成でき
た。

A

所蔵作品数 1,92４点 2,455点 2,083点

収集費が減額される中で、20年
度の大口寄贈作品により目標値
は達成できているが、優れた美
術品の収集を引き続き行うこと
が必要と考える。

A

芸術文化講座数 １７講座 ２６講座 １８講座

年間を通しての広く、芸術に親
しむ講座や夏休みを中心とした
子ども講座を開催するなど、活
発な事業展開により、目標値は
達成できている。

A

具体的な施策

優れた美術を鑑賞する
機会の提供

市民の自主的・創造的文
化活動の促進

本市独自の文化の創造
と発信

②文化活動の振興

③文化施設の整備や機能の充実

文化活動を行う多くの市
民が交流しあえる場の提
供

重点施策　　　（３）　個性豊かな文化の創造と発信　

２．取組の進捗状況

指標の説明

真の豊かさとゆとりや潤いのある地域社会の創造をめざし、子どもから大人までが優れた芸術文化に親しむ場や
文化活動に対する学習機会を提供するための基盤づくりを推進し、芸術文化に関する幅広い情報の提供に努
める。

地域に生活する人々のやすらぎや連帯感、郷土意識を高めるため、地域に根ざした歴史や伝統・文化を伝える
かけがえのない文化財の保護に努め、地域の様々な文化財情報を発信することにより、自然や歴史的景観と調
和した個性的で魅力あふれるまちづくりを推進する。

○

○

１．目標

２３年度
指標

23年度に向けた21年度の進捗状況

文化活動団体やアーティ
ストとの協働による事業
の推進

資料の収集・保管、調査
研究、教育普及、情報提
供などの機能の充実

１９年度の
状況

２１年度
実績

①独自の文化の創造と発信
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説明 評価

大友遺跡の保存・活用
追加指定・

公有化
整備基本計

画検討
整備基本計

画策定

平成21年2月22日に面積
2,771,95㎡の追加指定をうけ、
1,765,62㎡が公有化された。

Ａ

横尾貝塚の保存・活用 指定申請
整備計画の

検討
整備計画の

検討

横尾貝塚の周知を図るため、特
別展、講演会、現地イベント等
を開催し、多くの市民の参加を
得た。

Ａ

文化財指定数 １７１件 １８６件 １７７件
市指定も年２件を目標としてい
たが、県指定、国指定も加わり
目標を達成できた。

Ａ

指定文化財・資料館収
蔵資料の公開数

８５件 １１６件 １５０件
公開点数を増やすことができ、
供覧しやすい環境を整えること
ができた。

Ａ

歴史資料館施設利用者
数

40,433人 42,459人 41,000人

新型インフルエンザの影響も
あったが、指標を越えることがで
きたのは、広報活動の充実によ
るものと考える。

A

体験学習メニューの充
実

１０種類 １１種類 １２種類
小学校低学年を対象とした新規
体験学習ﾒﾆｭｰを模索中であ
る。

Ｂ

伝統文化調査報告書の
刊行

報告書
２冊刊行

報告書
３冊刊行

報告書
１４冊刊行

平成２１年度刊行予定どおり刊
行し、３地区の記録保存ができ
た。

Ａ

①

②

③

④

⑤

伝統芸能、行事などの
保存・継承

市民の学習・交流の場の
提供

文化財に関する情報提
供機能の充実

④文化財の保護・保存・活用

具体的な施策 指標の説明
１９年度の
状況

23年度に向けた21年度の進捗状況２１年度
実績

２３年度
指標

独自の文化の創造と発信
　優れた企画展により大幅な観覧者増が得られたが、事業費が毎年削減されていることから、尐ない経費で最大
の効果が期待できる企画展の開催方法について検討していかなければならない。

文化活動の振興
　各種講座を外部講師を招聘するなどして目標は達成できているが、招聘に伴う予算を削減せざるを得ない状
況から、内部講師による講座をより充実させる方向を検討していかなければならない。

文化施設の整備や機能の充実
　広く美術、芸術に親しむ講座、子どものための講座、市民との協働講座など、年間を通しての講座や夏休みに
集中しての講座など、多岐に亘る講座の開催により、年間参加者は4,000人を超え、講座数も26講座と目標は達
成できている。資料の収集については、予算の削減が行われる中、次第に困難となってきている。

文化財の保護・保存・活用
　文化財の保存活用については大友遺跡と横尾貝塚を中心に順調に指定・公有化が進み、様々なイベントを通
して市民にもいろいろな形で紹介できた。また未指定文化財を調査し、所有者の協力を得ていく中で文化財指
定数も順調に伸ばすことができた。歴史資料館施設利用については、市民の学習・交流の場を提供する取り組
みや宣伝活動も行なったが、今後更なる利用拡大に向け新しい体験学習ﾒﾆｭｰの開拓や学校以外の団体の利
用促進を図るための企業等へのＰＲ活動が必要である。

伝統的な芸能、行事の保存・継承
　２１年度に見直しを行なった計画のとおり３冊の刊行ができた。今後は平成２３年度末までに全巻刊行を計画ど
おり進める。

３．平成２１年度の成果や課題

⑤伝統的な芸能、行事の保存・継承

文化財の適正な保存・調
査・収蔵・公開・活用
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○

説明 評価

これまでのスポー
ツ教室の実施校
区・地区数

２６ ２６ ２８

新たに取り組んだ校区・地区は
なかったが、毎年、１１校区・地区
が「中高年ならびに青尐年のス
ポーツ教室」に取り組んでいる。

Ｂ

多世代参加型行事
への参加者数

23,078人 25,337人 25,000人

校区・地区体育協会において、
多世代が参加しやすい行事や教
室の開催に積極的に取り組むこ
とにより、多くの地域住民がス
ポーツに親しむようになってきて
いる。

Ａ

モデルクラブ創設
及びその活動支援
と検証

クラブ活動
実践・検証

クラブ活動
実践・検証

全市展開

　「総合型クラブ推進部会」を設
け、各モデルクラブの抱える課題
やその解決方法について協議す
るとともに、各クラブの運営委員
会等で指導・助言を行うことによ
り、健全な運営に向けた取り組み
が進められている。

Ａ

指導者研修会の参
加者数

３４０人 ９８４人 ５５０人

各種競技団体に対し研修の重要
性を周知することにより、時代の
ニーズに対応した研修会の充実
と新たな指導者研修会が開催さ
れ、多くの指導者の資質の向上
が図られるようになってきた。

Ａ

具体的な施策
２１年度
実績

①生涯スポーツの推進

指標の説明
23年度に向けた21年度の進捗状況１９年度の

状況
２３年度
指標

重点施策　　　（４）　スポーツ・レクリエーションの振興　

１．目標

指導者の資質向上

大学・企業などへのス
ポーツ振興の働きかけ

２．取組の進捗状況

総合型地域スポーツクラ
ブの展開の支援

各協会における継続的な強化と
士気の高揚を図るため、強化練
習会に出向き激励した。総合優
勝数は目標に及ばなかったが、
各競技において２４の男女別優
勝種目があり、競技力の向上は
図られている。

２３

生涯スポーツの取組へ
の支援

２０
選手の育成・強化と指導
者の養成

各種競技団体の活動支
援

市民の誰もが身近な所で気軽にスポーツ・レクリエーションに親しみ、生涯にわたって健康で活力に満ちた生
活を送ることができるよう、「大分市スポーツ振興基本計画」を策定し、市民が主体的に取り組む環境づくり、
多彩な活動機会の提供、指導体制の確立、情報提供機能の充実に努めるとともに、各種競技スポーツの競
技力の向上を図る。

②競技スポーツの振興

③指導体制の確立

２４ Ｃ
県民体育大会の優
勝種目数（種目数
３８）

健康増進活動やスポー
ツ・レクリエーションの普
及
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説明 評価

体育施設の整備 検討 整備 整備
現状の体育施設の保守点検・整
備を行った。

Ｂ

利用可能な民間所
有の施設数

０ 1 ３
新たな民間所有の施設の掘り起
こしはできなかった。

Ｂ

施設紹介の充実及
び利用手続きの簡
素化

実施 実施 検証
ホームページの施設紹介を見直
した。

Ａ

①

②

③

④

⑤

多目的広場や地域の体
育施設の整備

具体的な施策 指標の説明
１９年度の
状況

２１年度
実績

２３年度
指標

23年度に向けた21年度の進捗状況

３．平成２１年度の成果や課題

施設情報の提供や予約
機能の充実

民間施設なども含めた体
育施設の効率的な市民
利用の促進

生涯スポーツの推進
　生涯スポーツ社会の実現に向けた総合型地域スポーツクラブの活動の推進には、財源・会員・拠点施設の
確保等が課題であるが、各校区・地区体育協会の多世代で参加できる魅力ある行事の開催や６つの総合型
地域スポーツクラブによる地域住民のニーズにあった特色ある教室・イベントの開催により、多くの市民が参
加し、スポーツに対しての興味関心が高まった。

競技スポーツの振興
　県民体育大会での優勝数は目標には及ばなかったが、競技団体の研修会や強化練習会等により、競技力
は着実に向上している。

指導体制の確立
　競技団体による積極的な指導者研修会により、指導者の資質向上が図られ、青尐年の健全育成や競技力
向上に反映されている。

スポーツ・レクリエーション施設の整備
　市内のスポーツ施設の利用状況は、飽和状態に近く、また、多様化する市民のスポーツニーズに対応する
ため、施設の新設や現有施設の有効利用が必要となっている。

情報提供機能の充実
　ホームページの見直しを行い、施設紹介の充実を図った。

⑤情報提供機能の充実

④スポーツ・レクリエーション施設の整備
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○

説明 評価

掲載内容の見直し 検　討 実　施 実　施
市長部局広聴広報課による全市的な
ホームページのリニューアルを行う中
で、掲載内容等の見直しを行った。

A

教育委員と市長と
の意見交換会の
実施

検　討 実　施 実　施
平成21年度は1回実施した。今後も年
１回以上継続して行うよう努める。

A

学校、各種教育施
設の視察

１　回 ３　回 ２　回

市内の幼稚園、小中学校及び社会教
育施設についての総合視察及び国内
の先進的な取組を行う小学校への視
察を行った。また、独自の学習会も7
回行った。

A

説明員の増員 検　討 検　討 実　施
平成22年度の実施に向け、会議への
出席方法等について検討を行った。

B

市長事務部局との
検討

検　討 検討・実施 検討・実施
平成21年度当初より、地区公民館に
ついて教育委員会から市民部市民協
働推進課へ移管し、補助執行とした。

A

業務執行方式の
見直し

検　討 検討・実施 検討・実施

平成21年8月から（仮称)西部共同調
理場新築工事に着手した。また、学校
主事については、新たに3ブロックで
正規職員に替え、嘱託職員を配置し
た。（累計12ブロック）

A

点検評価方法の
検討

検　討 実　施 実　施

大分市教育ビジョンに掲げられた施策
について、学識経験者の知見を活用
するとともに、その結果を公表し、施策
の課題の整理に努めた。

A

組織の機能や権限の弾
力的運用への取組

行政改革推進プランに
基づく取組

教育に関する事務の管
理及び執行の状況の点
検及び評価などへの
取組

教育委員には、地方公共団体における教育行政の責任ある担い手として、地域のニーズに応じた教育行政を
主体的に企画し実行してくことが、いっそう強く求められている。そこで、保護者や地域住民の期待にこたえる
質の高い教育を実現していくために、教育委員会体制をより充実し、教育改革を推進する。

23年度に向けた21年度の進捗状況
指標の説明

１９年度
の状況

２１年度
実績

２３年度
指標

重点施策　　　（５）　本市教育を推進する教育委員会の充実　

１．目標

２．取組の進捗状況

②教育委員会事務局の組織・機構の整備

市長事務部局との連携
強化

教育委員の視察・研修
への取組

教育委員会会議への校
長、園長、教頭などの輪
番出席制の導入

①教育委員会の活性化

具体的な施策

ホームページの充実
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①

②

教育委員会の活性化
　ホームページについては、全市的にリニューアルが行われ、その中で教育委員会としての業務ジャンルにつ
いて検討し、市民にわかりやすい構成とするように努めた。
　教育委員会の意思決定の過程は、議会などに比べ市民から見えにくい面もあるため、ホームページにおい
て今後は会議録の公開等を検討する必要がある。
　教育委員会の活性化を図るため、教育委員による市内の学校や各種教育施設を総合視察も含めて年３回、
延べ１０施設を視察し、全国の先進的な取組状況を把握するため、富山市内の小学校へのICT授業の視察も
行った。

教育委員会事務局の組織・機構の整備
　教育委員会事務局においては、地区公民館を市長部局市民協働推進課へ移管した。また、学校施設課に
おける2係を廃止し、高度化・多様化する様々な教育ニーズに対応するためグループ制を導入した。
　財務管理については、費用対効果のコスト意識をさらに高め、優先度の高い事業については、積極的に事
業を展開するとともに、依然として厳しい財政状況のなかで、最小の経費で最大の効果が得られるよう適正な
事務に努める必要がある。

３．平成２１年度の成果や課題
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○ 別府大学短期大学部学長 金子 進之助 氏 

 

１．今回の評価の前提として、あらかじめ配られた資料の中に、教育委員会の活動内容を

具体的に説明したものがない、各部局の事業評価については量的な成果の記述はあるが、

質的な分析がない、という指摘を説明会において行い、それに基づき改めて細い資料を

提出いただき評価したことを報告します。このことは、教育委員会事務局ができるだけ

市民の目線で評価を行い、形式的なものに終わらせたくないという姿勢を示したもので

ありました。 

紙面から読みとることも難しいので、十分な評価になっているかどうか自らを省みな

がら意見を述べたいと思います。 

 

① 計画された事業の進行は、全体的によく進められているという印象を持ちました。

量的には計画通りに行われていると思われます。参加市民数も増えています。このこ

とは担当者の努力の結果といえるでしょう。 

② 質的なものについては今後の事業執行の中で、事業に参加した市民の感想を分析・

参考にして、内容の充実、もしくは変更に気を配る必要があると思われます。参加者

にとって、本当に役立つものになったかどうかという視点を是非考えていただきたい

と思います。 

③ シンポジウムや講演会という形が用いられることが多いのですが、その形が果たし

て時代にあったやり方かどうか検討する必要があります。参加型、体験型の催しも必

要でしょう。公民館など地域で行われる催しについては、実際市民が身につけられた

り、あるいはそこで発言が可能なやり方を行うことが現代的ではないでしょうか。ロ

ールプレイ、小グループ討論、演習などを取り入れた方法を導入していくことを検討

していただきたいと思います。 

④ 参加者についても、単に動員数の量だけでなく、どのような階層の方が参加された

のか、それについても分析しておく必要もあります。 

  

 要は、事業がその目的に沿って施行され、その効果が上がったかどうかと言うことで

すから、その視点を持って実行し、考察していただきたいと思います。尐ない経費で効

果を上げるということが求められている社会だからです。 

 

２．教育委員会の使命やその職務内容については、ここで指摘する権限はないのかも知れ

ませんが、幼保一元化などの重要課題については、基本は国の考え方に左右される面が

大きいとはいえ、市においてもその在り方についての議論をお願いしたいと思います。 
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○ 大分県立看護科学大学学長 草間 朊子 氏 

 

１．教育委員会の活動及び運営状況について 

 教育委員会は、教育理念にそった教育行政を実現していくための重要な組織であり、市

民は教育委員会の活動に大きな関心と期待を寄せている。小中学校の学級崩壊などが、全

国的に問題になっている昨今にあって、教育委員会は、このような今日的な課題に対して

具体的にどのような取組を行っているか、市民に対して分かりやすく公開、説明していく

努力を怠ってはならない。いままでの教育委員会の審議の経験から判断して、教職員の人

事、所属機関の委員の委嘱等、比較的議論の余地の尐ないと予想される審議事項（21 年度

に行われた 80件の審議案件のかなりのものがこれに相当するように思われる）は、書面審

議やメール等での審査を活用し、審議・運営の効率化を図っていくことも必要である。 

 他県の視察や、学校訪問の結果が、大分市の教育行政に具体的にどのように反映される

かについての教育委員会としての市民に対する説明責任も必要である。 

 

２．「大分市教育ビジョン」点検・評価について 

 21 年度は、95％以上の項目（103 項目中 98 項目）が、A 評価（計画通り順調に進んでい

る）または B 評価（概ね計画通り進んでいる）であり、｢大分市教育ビジョン｣は、数値目

標に着目した場合には、ほぼ計画通り執行されていると判断される。一方、それぞれの項

目が計画通り執行された結果、大分市の教育の現状に、具体的にどのような変化がもたら

されるかが、市民のもっとも関心の高いところである。教育全体にもたらされた変化等に

ついて市民が可視化できるようになるまでには、かなりの時間が必要とされるであろう。

しかし、開催された研修会などに対して参加者が満足し、日常の教育業務に反映されてい

るかどうかなど、個々の施策ごとに具体的な質的な評価を試みることも必要とされる。評

価制度が始まって２年が経過したいま、計画を量的な視点からだけで評価するのではなく、

今後は、質の高い施策が実行されていることを検証する方法を検討し、それにしたがって

評価をしていく必要がある。 

 C 評価（①市立幼稚園における「預かり保育」の充実、②子どもの健康や体力の増進、③

「家庭教育学級」の開設、④競技スポーツの振興）またはＤ評価（①市立幼稚園「子育て

支援事業」の推進）であった施策に対しては、何故、計画通りに実行できなかったのか、

あるいは設定目標が適切であったのかなどの問題点をしっかり分析し、23 年度に向けて取

組を強化するか、あるいは適正な目標に改正する必要がある。 

 個々の項目毎の数値目標の達成度に着目した点検・評価に始終していると、大分市の教

育行政全体を見渡した場合の、素晴らしい点や、問題点などを見落としてしまうのではな

いかとの危惧をいだく。教育行政全般にわたるフォローに関しては、教育委員会の活動に

期待したい。 
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○ 国立大学法人大分大学教育福祉科学部教授 山崎 清男 氏 

 

21 年度大分市教育委員会「教育に関する事務の管理及び執行の状況についての点検及び

評価」に関し、若干の意見を述べさせていただく。内容は「大分市教育委員の活動及び運

営状況」に関する点検・評価と「大分市教育ビジョン」に関する点検・評価である。 

 

１．教育委員会の活動及び運営状況 

 教育委員会会議は毎月一回定例会議が開催されている。しかし社会が高度化・複雑化す

るに伴い教育問題も多岐にわたり、様々なものが生起してきている。その状況に対処すべ

く臨時の教育委員会会議が 11回開催されている。教育委員会会議の内容は規則の改廃から

教育活動まで多岐にわたっている。この多岐にわたる事項を処理すべく、教育委員会会議

が精力的に行われていることは、評価すべきである。また教育委員が進んで学校訪問や先

進地視察等を行い、さらに校長・教頭と教育懇談会を開催するなどして、その結果を教育

行政に反映させようとする努力が感じられる。アカウンタビリティーが指摘される今日、

活動する教育委員として、大分市民の期待に応えようとする教育委員の姿は十分評価でき

る。 

 しかし問題点も指摘できる。教育委員会会議での審議の結果や教育委員の視察等が、教

育政策立案・策定にどのように活用されたのかが見える工夫が必要と思われる。換言すれ

ば教育委員会と市民との双方向の関わりが見える状況の創出ということである。 

 

２．「大分市教育ビジョン」点検・評価について 

 「大分市教育ビジョン」は、①豊かな人間性の創造、②人権を尊重する社会づくりの推

進、③個性豊かな文化の創造と発信、④スポーツ・レクリエーションの振興、⑤本市教育

を推進する教育委員会の充実、を対象に行われている。全体的にみて目標達成に向けた努

力がなされ、それなりの目標達成がみられる。 

 23 年度指標に対する 21 年度の実績をふまえ、23 年度に向けた 21年度の進捗状況の説明

文をもとに評価がなされているが、この説明文と評価結果の関連性が極めて不十分な部分

もみられる。このことは、説明文に具体的内容を示すことによって解消されると思われる。

その意味では、重点施策と評価の仕方、つまり何をもって、どのような状況から目標が達

成されたと考えるのか十分検討される必要があろう。またそれぞれの項目ごとに「平成 21

年度の成果や課題」が提示されているが、成果と課題が明確に示されている部分もあれば、

それが明確に示されていない部分も見受けられる。成果と課題をきちんと整理されること

を期待したい。 

 学校教育に関しては、多方面で努力している姿をみることができるが、「体力の増進」に

関しての一層の配慮が望まれる。青尐年の健全育成に関しては、他の事項と比較して全体

的に評価が低かった。その原因を早急に解明し、改善を望みたい。人権を尊重する社会づ

くりの推進に関しては、進捗状況の説明の工夫が必要であると思われる。つまり研修会等

の実施回数も重要であるが、それにより人々の人権意識がどのように変わったのかを、評

価の基準とすることが重要である。このことは他の施策に関しても言えることである。 


